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論文内容の要旨
寸
高等植物の光屈性は宵色光によって誘導され赤色光は効果を持たないことが今世紀中頃までに明らか
にされた。しかし，赤色光は光屈性に間接的に影響することがその後の研究で分かつてきた。この赤色光
の作用は，低光量のパルス照射で誘導される光屈性〈一次光M性〉で研究され，赤色光は青色光に対する
感度を低下させること，微量の赤色光で誘導されるverylow flucnce response (VLFR)であることな
どが報告されたn 本研究は赤色光と光屈性の関係をより明確にすることを目的とした。
まず，多くの研究者によって用いられてきたトウモロコシ幼葉鞘を材料に実験を進めたc これまでの知
見に加えて，斗次光屈性(高光置の青色光バルスによる光属性〉と時間依存光屈性(青色光照射時聞に依
存した光属性)が赤色光に依存すること(暗順応した幼葉鞘には発現しないこと)を見いだした。二次光
昭性に対する赤色光の作用はVLFRであるが，時間依存光屈性に対する作用は近赤外光で打ち消される low
fluencc rcsponse (LFR)であることも判明した。後者の作用に関しては，赤色光照射後の近赤外光照
射時間を長くすると，それによって新たな反応が誘導されてくることも明らかになった。この光反応、は近
赤外光に特異的な highirradiance response (FR-HIR)によると考えられるが，近応外光で打ち消さ
れる赤色光効果とは分離できることが木研究で証明された。
フィトクロムには説教の分子種が存符し シロイヌナズナではフィトクロムA.Bが欠落した突然変異
体 (phyA，phyB) が分離されている。また • phyA/ phyB.二重変異体が両者の掛け合わせで‘作出されて
いる。これらの変異体を利用し光屈牲に対する赤色光(文は近赤外光)の作用を調べた。亦色光で前処
理したシロイヌナズナ座軸は一次光屈性と時間依存光屈性を示すが.phyA/phyB二重変異体は光屈性を
示さないこと，即ち，光屈性能力がフィトクロムに完全に依存することを見いだした。更に，それぞれの
変異体で観測される光屈性を比較し VLFRとFR-HIRはフィトクロムAに.Lfo'RはフィトクロムBに依
存することも明確になった。
以上の研究から，地中で発芽した植物は光屈性能力を持たないが.地上に出て光を受けると，フィトク
ロムを光受容体とする反応によって光屈性の機構を完成し，植物聞の競合に有利な光屈性を発現すると考
えられる。
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論文審査の結果の要旨
高等植物の光屈性は青色光に反応する受容体によって引き起こされ赤色光は一般に効果をもたない。
しかし，赤色光は育色光による光屈性反応に間接的な影響を及ぼすことが知られていた。劉玉事君は，こ
の赤色光と光屈性の関係を博士研究の課題として選び，精力的に研究を進めてきた。この研究によって，
同君は幾つかの重要な矧見を得るに至っている。本論文には.その成巣がまとめられている。
劉玉軍君によって得られた多くの研究成果のうち特に重要なものは次の通りである。(l)トウモロコシ幼
葉鞘を材料にした研究で，青色光の照射時間に依存する光屈性(時間依存光屈性)は，暗順応した植物体
には全く発現せず，その反応性は赤色光前処理によってもたらされることを明らかにした。 (2)フィトクロ
ムAとBが欠落したシロイヌナズナの突然変異体を用いることにようて，魅軸の光屈性は，時間依存光屈
性のみならず，バルス照射で誘導される光屈性においても，フィトクロムが存在しないと全く発現しない
ことを証明した。 (3)トウモロコシ幼葉鞘を材料にして，時間依存光屈性の反応性誘導には.近赤外光に特
異的な反応も関与することを見いだし，シロイヌナズナ突然変異体を用いることによって，それはフィト
クロムAによることを明らかにしたc
このように，劉玉軍君は本論文によって，育色光受容体による光屈性の発現が別の光受容体であるフィ
トクロムによって密接に調節されていること，またその調節には 2種のフィトクロム分子(フィトクロ
ムAとB)が異なった役割を果たしていることを明らかにした。本研究は，植物の環境順応の機構に関し
でも，重要な視点を提供している。以上の研究成果から本論文は理学博土の学位に十分に値するとの結
論に達した。
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